
             

             
 

  23-612 中村 宏道 

自治会業務に携わり５年目を迎えました。 

過去４年間何をしてきたのか？日々のルーティーンワーク

をただ単に事なき様につぶしてきたのみではなかったので

はないか？反省の中で５年目に入りました。 

特にスタンドプレーに走るつもりは毛頭ありませんが、役員

の方々と力を合わせ、会長を補佐し、ハイツの住民の皆様方

に自治会として何をすべきか考え、そしてそれを行動に移

し、更により良い環境を作れるよう努力しようと心しており

ます。頑張りたいと思いますので、皆様からのリクエスト、

苦情等がありましたら何なりとおっしゃっていただけたら

幸いです。 
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深中ブラスバンド演奏 深中ブラスバンド演奏 

7 月 15 日（日）（予備日 16 日） 

 ハイツ中央広場にて開催します 

 

平成３０年度 自治会活動がスタート 

 

 
 

❐ 副会長３年目 ❏  

  
           事務局長 21-802 湶 陸郎 

事務局長というと、何か大変な任務という感じですが、人の脳

は単調な使い方だと弱くなるそうです。運動も必要ですが、こ

れからの一年、日頃使わない脳を働かせて活性化できることに

感謝しています。 

ハイツも高齢化してきていますが、私たち一人ひとりが持つ

力、知力を結集させて成熟した共生社会という新しいモデルを

目指しましょう。 

❏ 成熟した社会をめざす！ ❐ 

ひろばドリーム 

住みよい街づくりを目指して‼ 

  

❏ 平成３０年度会長就任にあたって ❐  

 8-207 塚本 英史 

今年で自治会役員として４年目、会長としては 2年目になり

ます。ようやく慣れてきました。しかし、惰性に流されず、

安全・安心で、かつ住みよい環境を目指して今年度も頑張っ

ていきます。昨年県ハイツは、65歳以上の方が過半数を超え

ようという高齢者が非常に多い団地にもかかわらず、空き室

が少なく地域活動が活発であるということから、マスコミ等

の取材や、お役所や他地域からの見学・研修がいくつかあり

ました。これも NPO 法人の方々がこの地域で精力的に活動

しておられるためと思います。自治会加入率は横浜市では７

４％と聞いています。しかも高齢化すると加入率が下がる傾

向があるようですが、当団地は高齢者が多いにもかかわらず

９５％以上と極めて高い数字です。自治会はこれらのご期待

に応え、皆様が楽しくいきいきと生活できるように、他の諸

団体と協力して活動していきます。皆様のご支援ご協力を是

非とも宜しくお願い致します。     
 

  

             

  

                           

 

❏ 副会長就任にあたって ❐  

 16-202 加藤 友明 

当初、平成３０年度自治会役員は妻に任せる予定でした。が、

過去に役員経験している事で私が一年間、皆様からの教えを

頂き頑張ってみようと思い、携わる事に致しました。 
副会長 A と言う重責を担うわけでありますが、会長を首長と

し、全役員及び全会員のご協力を仰ぎ、三大イベント等を遂

行していきたいと思います。 

また、防犯対策としての防犯カメラの設置検討については、

平成26年にドリームハイツバス停付近に２台設置された後、

増設されていません。前年度から再度、検討されている案件

を引継ぎ前進させるべきと強く思いをつのらさせられます。 

更に県ドリームハイツ自治会の会員も他方に劣らず「高齢化」

の三文字が頭をよぎります。今後の‟課題“ではなく、緊急を

要する‟問題”として真剣に議論する時期であると進言いたし

ます。今年一年、これらの要件について一歩でも前進させる

べく努力致します。皆様のご支援とご指導よろしくお願い致

します。 

  

 

   赤十字募金のお願い 

   ５月１日より全国一斉に募金活動が始まりました。 

   募金封筒に入れて班長さんにお届け下さい 

   皆さんのご協力をお願いします。 

 6 月 12 日(火)までに班長へ 〆切：6 月 15(金)です 



「ひろばドリーム」306 号が発行の運びとなりました。 

広報紙は、自治会の行事や活動の様子を会員の皆様にお伝えしま

す。住み良い街づくりの一助となるような明るい話題を取り上げ

て、普段自治会活動に関心の薄い方でも興味を持って 

いただけるような紙面作りを心がけてまいります。 

一年間よろしくお願い申し上げます。 （広報部） 

「おはよう、手を挙げて渡って」このように学童は学援隊の

皆さんの安全確認、声掛けを受けながら横断歩道を安心して

渡ります。 

横浜深谷台小学校の学援隊は、昨年の統合時に小学校、自治

会、他の町内会、学援隊により立ち上げられました。要員の

補充が必要になった時には、町内会、自治会が選出すること

になりました。現在、登校時の学童の見守りを行っています。

他に課外活動での見守りがあります。田畑の稲作り、野菜作

り、果樹園の手入れや収穫作業等のお手伝いをしています。

しかし残念ながら、学童の下校時間に幅があることで、下校

時の見守りは行えておりません。交通事故が起こるのが午後

に集中しているので、何とか手を打つ必要があるのですが、

良い案が浮かびません。自治会のパトロール時間を下校時間

の２時半前後に合わせて実施して下さっている事は本当に助

かっています。 

「子供は地域の宝」子供を見守り 

育てていく事に、地域の皆様が積 

極的に係わって下さる事に期待し 

ています。  

    学援隊 9-110 浦田和明 

 

 ・  小袋から出してかごに入れて下さい 

・当番は回収日(水)までに溢れそうな缶のみ 

 大袋に入れ側においてください 

 

防犯パトロールに参加してみませんか？ 

今年度も皆さんのご協力を頂きハイツ内のパトロールを行ってい

ます。         （20：00～）第 1・3週の月・木曜日  

                   第 2・4週の水・金曜日  

            （14：00～）第 2・4週の火曜日 

             拍子木や防犯点滅指示灯をもって 

             回っています 

             ご参加くださる方は集会所裏に出発 

             時間の 10分前にお集まりください。 

             お待ちしております！（防犯交通部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

                                  

                                           

 

  

 
 

 

          

 

 

                 

               

 
                                         

                                            

                                     

 

 

 

 

 

 

『第１回 棟長会の報告』 

5 月 27 日（日）10 時より各棟の棟長、役員 28 名出席のも

とに平成 30年度第一回棟長会が開催されました。 

まず、会長挨拶をはじめとして各役員、各棟長の自己紹介のあ

と、選挙管理委員長、副委員長の選出を行いました。 

役員からは、夏祭りや防犯パトロール、ひろばドリーム発行な

どの、今後の活動計画の説明がありました。 

棟長さんのさまざまな発言のなかで、モラルとマナーの欠如に

よる共有部分の使用上のトラブルがあるとの声がありました。

トラブルによって快適な暮らしが損なわれてしまうのは、誰に

とってもマイナスです。そうした事態を避けるためにも、居住

者自身の皆様がマナー意識を高く持つことが必要なのかもし

れません。                 （事務局） 

 

    

 

 

 

 

 

 
 

『平成 30 年度自治会定時総会報告』 

４月１５日午後１時より、平成３０年度の定時総会が開かれま

した。自治会員数１３８４名、出席会員数１６５名、委任状提

出会員数８３２名により、定足数を満たしており、総会の成立

を確認しました。 

議事は２９年度活動報告、会計決算報告を審議し賛成多数で承

認されました。３０年度役員、幹事候補者の承認を経て休憩に

入り、その後３０年度活動計画案、会計予算案の審議がありま

したが、これも賛成多数で承認されました。 

今年度は、多岐にわたる高齢者問題に取り組み、また防災対策

の一貫として、防犯カメラの設置検討を更に進めていきます。

また、管理組合協定の違反状態にある「ペット飼養問題」につ

いても、管理組合も含め解決の道を見出すよう取り組んでいき

ます。 

質疑応答では安心・安全の生活環境に関する質問があり、安全

に安心して生活できるまちづくりに向けた自治会活動など、地

域コミュニティの活動の重要性が再認識されました。新たな体

制での活動ですが、会員皆さまのご理解と、ご支援ご協力をお

願いいたします。               (事務局) 

 

＝編集後記＝ 
 

 

          

 

 資源物売却報告 
 

3月(2月回収資源物分) 
品 種 ダンボール 新聞 雑誌 ﾐﾙｸｶｰﾄﾝ 古布 アルミ缶 

発生量 4,510 2,190 3,530 100 530 270 

売却金 22,815 14,850 

4月(3月回収資源物分) 

発生量 4,640 2,490 3,790 110 720 300 

売却金 24,689 16,500 

 

 

 

      環境衛生部より 

環境衛生部では主に家庭ごみの分別の指導、アルミ缶などの資

源化への協力呼びかけなどを行っています。また夏祭りなどイ

ベントの際のごみの回収なども担当します。 

幹事も各棟から選出されていて、人員的には一番大きな部門の

ひとつです。それだけに、当部の仕事は身近で大事なことだと

思います。 

各棟のごみの集積場所にはごみの出し方、資源回収、回収日な

どの案内が掲示してあります。今一度確認してみてください。 

皆様のご協力をお願い致します。 

 アルミ缶の捨て方  

  常設してあるカゴに入れる（回収日 毎水曜日） 

   缶詰類、ペットフード缶などはダメ 

◎ 回収できるもの 

   ジュース類、酒類などの飲み物缶のみ 

       

ご注意ください！ ♪ 

   「音」注意しましょう！ 
      ○ドアの開閉、高いところからの飛び降り 

      ○テレビ、ステレオなどの音量 

      ○特に深夜、早朝のドア、洗濯機や掃除機   

  ベランダからのたばこ吸い殻のポイ捨て布団たたき等 

 


